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1. 現在市販されてい るジャージーを用いて 縫製 する

ツーピース， コートその他の外 衣用のものには，芯 地を

用いて型 を整えてい るのが現状であ る。 そこで一般 に市

販されてい るダブ ルジャージーを 用いて それにつけ る各

種の芯 地をつ かい， 衿について， ドライクリーニングお

よび ウェットクリーニングにおけ る外 観の変移 傾向を 見
てみた。

2. 実験材料は， 表地 にダブ ルジャージーの毛100 ％

お よび アクリル100％の２種類 を， また芯 地には毛100 ％

のものとポリエ ステル55% レーヨ ーン45% の もの， さら

にジャージー用として市 販されてい るナイロ ン100% の

かさ高加工糸 使い のものを用い た。実験方法 としては ２

種類 の表 地に各種の芯地を 八刺専 用のすくい縫 ミシンに

より平均に なるように八刺をおこ ない 衿を作成した。こ

れを試験片 としてド ライお よび ウェットクリ ーニングを



１回，3 回，5 回 くり返し行なった際 の形状の変化を外

観的 に写真 によって観察 した。形状変化 の測定は 衿の正

面から の開角度を測定 する目的で イレギュラーの条件を

なくすための機具をつ くり調整を はか った。

3. 衿の開 角度 を測定 した結果,   2 種類の表 地による

芯 なしのものでは， クリーニング を重 ねるご とに布 のこ

しがなくなり開角度がせまくなることがわかった。 ３種

類の芯 を素材の異 なる表 地につけ た状 態で見 ると特 にニ

ット用の芯 がすぐ れてい るともい えない 結果 であ った。
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